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「つながる」実践 ‐セネガル・携帯電話にみるテレ－コミュニケーション 
佐藤 敦 
 
情報通信を取り巻く環境はグローバリゼーションの一連のダイナミクスと共に際限な
く発展を続けている。 
「デジタルデバイド」の言説は、先進工業国と開発途上国、あるいは都市住民と村落
住民、若者と年長者、など教育制度的にあるいは社会的身分的に情報機器を扱える者と扱
えない者との二項対立をつくりあげた。さらには情報通信によって恩恵を受けられる人々
が、そうでない人々を「遅れている」「貧困にある」人々と位置づけたのである。   
これは経済学者アマルティア・センが唱えた潜在能力アプローチに代表される開発パ
ラダイムの文脈になぞらえている[セン 2002]。つまりこれまでの経験や習慣の「罠」にと
らわれていたいわゆる「草の根」にある人々が得られていない富は、情報通信によって得
られると解釈できるものである。「貧困の罠は土着的習慣にこそある」という価値観が底辺
に横たわるのである。 
  また「社会起業家」の視線は貧困地域に対して向けられる。彼らはこれまでの企業が
求めていたような「利潤最大化」をめざすのではなく、「社会的企業」（ソーシャル・エン
タープライズ）を立ち上げ、自らの起こしたアクションがどれだけ社会にインパクトや効
果を与えたかという点に価値を置く。彼らは情報通信インフラの低コストによる整備と、
低価格（あるいはほぼ無償）でのサービス提供を推し進めている。国際協力の現場では情
報通信インフラ整備を推進する「ICT4D」(Information and Communication technologies 
for development 情報通信技術を生かした社会開発)を盾に彼ら自身が存在を誇示している
現状である。 
  これらを「文化介入による危機」ととらえるかどうかは本論において指摘は行わない。
これらの影響は各々で判断していただくとして、本論ではセネガル共和国における携帯電
話の普及にまつわる人々の諸相を、筆者のフィールドワークで見聞きしたことから記述し
てゆく。その上で人々がこの情報技術の産物をいかに操っていくのか、携帯電話という空
間を超越して他者とかかわることができる道具（ツール）は人々のロジックでどのように
解釈されるのかを描き出すことを試みたい。 
 
携帯電話とセネガルの現代的現象 
 
伝統的社会において、富を持つ者がそうでない者たちへ再分配する営みの構造は多く
の地域において共通する。こうした富める者＝強大な発言力・政治力を行使できる者のふ
るまいには意味がある。すなわち祭礼や何かしらの儀礼の際には、気前よく持てる富を惜
しみなくふるまうことで自らの力を示し、維持する（支持者を保ち、新たな支持者を得る）
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ことができるのである[須藤 2000 : 162-263]。 
しかしこうした伝統的社会の営みが今も「あたりまえ」のこととして浸透しているか
は疑問である。確かに年齢を重ねることによって付与される役割や責任が増え、重みを増
す。イエ中心の暮らしにおいて、一個人は家長を頂点とした家族の枠組みの中に置かれる。
セネガルにおいてウォロフ人であれば父系リネージが財やイエを継承するし、母系のセレ
ール人であれば女性がその役目を負うことになる。現代の若者たちはこうした伝統的な規
範に位置づけられることに決して納得しているわけではないのだ。 
また「おとな」である親世代もまた、日常的に関系を持つ友人、知人といった人脈の
幅の広がりとその活用は限界があり、「このことなら、この人」というように人脈の持ち駒
の中から決めている。たとえば腕の良い縫い物屋や左官あるいは家具職人がいたら、自分
の人脈に加えたいと思うだろう。またこうした職を持ち、生業としている人々もまた「よ
いお客」を獲得してさらに顧客を増やしたいと思うのはあたりまえだと思う。また、日頃
から仲の良い同士がいつも顔を合わせるとは限らない。思い立ったらすぐにでも話がした
い、連絡が取りたいという欲求は常日頃からあるだろう。 
こうした状態を書きだすと枚挙に暇がない。アマルティア・センが論じる、機会と欠
乏が貧困を生じる要因となるという点に合致するところもある。しかしそれを「貧困な状
態」と関連づけるには尚早である。まずは新しい技術をいかに自文化の中で解釈し実践し
てゆくのかを観察するべきであろう。そこにはわれわれ欧米先進諸国の色眼鏡では見るこ
とができなかったテクノロジーとの営みがあるのだ。 
 
セネガルの電信電話事情  
 
  セネガル共和国はアフリカ大陸の西端に位置する国である。フランスの植民地時代か
ら宗主国の行政府が設置され、今日も西アフリカの商業、工業、文化の中心的役割を担っ
ている。 
国際電気通信連合(ITU International Telecommunication Union)によるセネガルの電
話事情を紹介しよう。それによると、固定電話は長い間国営企業である SONATEL が独占
していたが、2009 年に SUDATEL（商標名 Expresso）が参入し、一社独占は解消した。
現在、電話回線の 70 パーセント以上が都市に集中している。 
携帯電話は SONATEL 傘下の SONATEL MOBILE（商標名 Orange）、ルクセンブル
クに本拠を置く Millicom International Cellular (MIC)の子会社 SENTEL（ブランド名
Tigo）、及び先述の SUDATEL がサービスを提供している。2010 年 6 月にはナイジェリア
を本拠とする GLOBACOM が免許を取得した。加入者の 99 パーセント以上がプリペイド・
サービスを利用している。3G サービス免許は 2009 年に SUDATEL が取得した。2010 年
6 月現在、3G 網経由のインターネット加入者が約 6,300 人おり、国内のインターネット加
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入者全体の約 8 パーセントを占めている[総務省 2012]。 
  また新聞やテレビなどに目を向けるとテレビ番組の参加申し込みや、ランキング投票
を SMS（ショートメールサービス）で受け付けていたり、有料サイトの申し込みに SMS
利用していたりとサービスの活用も進んでいるようである。 
  表 1 に人口 100 人あたりの携帯電話普及率を挙げる。この表ではセネガル、セネガル
の宗主国であるフランス、そして日本の比較を1990年から2012年まで示したものである。
この表において、1990 年時点ではどの国も保有者はほとんど確認できない。しかし 1995
年前後から急激にその伸びは上昇し、セネガルでは 2012 年では 83.57 台/100 人と 2007 年
の日本の水準に並ぶほどである。このようにセネガルでの携帯電話の普及は爆発的に拡大
し、今や欧米先進諸国とほぼ変わらない普及率を誇っていることがわかる。 
 
表 1 セネガル、フランス、日本の 100 人あたりの携帯電話普及率[ITU 2012] 
縦軸は 100 人あたりの端末の台数（台）、横軸は年（1 目盛りは 5 年刻み） 
 
市民と携帯電話とのかかわり 
 
 このような統計は、調査中に実感できるものとそうでないものとがある。しかし地方
都市や村落に実際に出向いてみればそのデータも満更嘘でもないことが実感できる16。 
                                                   
16 しかしこの統計で国ごとの比較をするには無理がある。日本のように電話機本体が特定のキャリアに依存している方
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 かつては「電話」といえば、固定電話を指すのは日本の状況と同じであるが、セネガ
ルにおいて電話回線を設けることは至難の技であった。申し込みをしても担当者が自宅ま
で来てすんなり工事をしてくれることはほとんどない。多くは「移動手段(車)がない」「資
機材がない」「担当者が忙しい」と言っては数週間～数か月あるいは忘れていることすらあ
る。筆者の経験ではこれに加えて「以前住んでいた住人が利用料を支払っていないので、
その分を払ってくれたら回線を使えるようにしてやる」と言われた経験がある。回線が設
置されていても、実際に使えるようになるまでのハードルは実に高いものであった。よっ
て「運よく」開通と相成った場合、市井の人々はどうするのか。自宅やオフィスあるいは
商店での使用だけではない。「テレソントル」(Télécentre)いわゆる「電話屋」という商売
が成り立つのである。これは何かというと、いわゆる公衆電話と同じ機能を持つ商売であ
る。街中の公衆電話の数よりもこの「テレソントル」の店舗数のほうがはるかに多いので
はないかと思われる。 
料金はかけたい相手が国内か海外か、そして通話時間で決まる。SONATEL の公衆電
話とほぼ同じ料金でかけられることと、どこでもある便利さが商売として成り立つ要素で
あろう。もっとも、設備投資も 1 台～複数台の電話機が置くことができる部屋があれば成
り立つし、雨季や砂嵐など急な天候の変化にも用意された小部屋なら安心して電話をかけ
ることができる。加えて市井の公衆電話が必ずしも稼働しているとは限らないことを考え
るとやはりこの「テレソントル」は便利な存在であった。「便利な存在であった」と過去形
で書くのは理由がある。今日、日本や欧米諸国同様、セネガルにおいても携帯電話の普及
はテレソントルの存在そのものを脅かし、商売の路線変更を迫られるほどである。よって、
多くの「テレソントル」は店を閉じてしまうか、回線を利用し ADSL ルーターと中古のコ
ンピュータを調達し「ネットカフェ」を開業するか、あるいは携帯電話や携帯電話のプリ
ペイドカード販売店となるのである。 
                                                                                                                                                     
式は世界でも珍しい。筆者は 1台の本体でSIMカード 2枚刺しができる機種を使用しているセネガル人を確認している。 
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写真 1 ティエス市郊外のテレソントル（2010 年 筆者撮影 ） 
 
プリペイドカードは各社が購入金額に応じて各種揃えている。売れ筋は一番安価な
1000 フラン CFA のもの17。よく売れるのでプリペイドカードを扱っているブティック
(Boutique)と呼ばれる雑貨店では品切れになることも多い。次いで 2500 フラン CFA、5000
フラン CFA、10000 フラン CFA、そして最高額の 25000 フラン CFA がある。それぞれに
購入金額に加えてボーナスが加えられているので、高額のものほどその額が高い。ちなみ
に 10000 フラン CFA のものは 2000 フラン CFA 分のボーナスが付いてくる。プリペイド
カードを販売しているブティックの店主に 1000 フラン CFA のものが売れているので高額
のものは売れないのではないか、と思い聞いてみたがどうやら高額のプリペイドカードの
偽物が出回ったことがあったらしく、皆が警戒して購入を控えているのだとのこと。また、
「バナバナ」と呼ばれる路上の物売りの中には、携帯電話のプリペイドカードを販売する
「バナバナ」も登場した。しかし中には怪しいものもあるらしく、通常は新品のものであ
ればカードが透明なプラスティック袋に入っており、封を開けてカードのスクラッチをコ
インや鍵の持ち手などでこすり、出てきた数列を携帯電話に入力することでクレジットが
補充される。しかしこのスクラッチをうまい具合に作り直し、使用済みのカードを売ると
いう族がいるらしい。 
月に 1 回ないし数回、携帯電話会社が季節のイベントや宗教行事にあわせて「プロモ
ーション」と称して、このプリペイドカードの安売りを行っている。最大で 50 パーセント
                                                   
17 セネガルにおいては BCEAO（西アフリカ諸国中央銀行 Banque Centrale de Etats de l’Afrique de l’Ouest）が発行
する西アフリカ共通の通貨。本論では 1 フラン CFA＝約 0.2 円で計算した。 
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とかなりの値引きをするので、人々はここぞとばかりにお札を握りしめてブティックやバ
ナバナに駆け寄るのである。 
仮にクレジットが切れてしまい、電話をかけることができなくなってしまっても、着
信のみであれば数週間可能である。クレジットが切れそうでも相手と連絡を取りたいとき
は、ワンコールだけ鳴らし、切る。こうして相手からの着信を待つのである。 
 
写真 2 セネガルで売られている携帯電話の例 (2009 年 筆者撮影) 
 
目を駅前広場に転じてみる。 
鉄道は路線の整備もままならず、首都ダカールを結ぶ近郊列車もあてにはならない。
隣国マリとセネガルを結ぶ国際列車がたまに停車し、州内にあるリン鉱石および石灰石を
運ぶ貨物列車が待機する程度である。駅はもはや列車に乗る人々のためにあるのではなく、
市場へ向かう人々の通過点として使われている。 
駅前広場はタクシーの待機場兼簡易的な修理工場となり、その周辺は雑貨店が軒を連
ねる。その一角のマホガニーの大樹の下に若者たちが大きなテーブル状の台を囲んで座り、
さらに若者たちが背中越しにのぞきこんで何やら指示を出したりしている姿が見える。の
ぞきこんでみると、彼らは携帯電話の修理を請け負う「技術者」たちである。市井に出回
る携帯電話は新品のものばかりではない。どこからやってきたのかわからないような筐体
が傷んだようなものやディスプレイが割れていたり、部品が欠落していたりと様々である。
特にサハラ砂漠のほとりを意味する「サヘル」の細かい砂は直射日光や高い気温や湿度に
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匹敵するほど、日常的に家庭電化製品に対してダメージを与える。工具を巧みに操り、こ
うした砂や埃を丁寧に取り除いている姿が見える。こうした「産業」はかつて路地の自動
車整備やパンク修理など手工業として親方－丁稚の関係のもとに成り立っていた。年配の
親方の仕事を見ながら、時にはどやされながら少年である丁稚は技術を覚え、磨いていき
「熟練工」となってゆく。ここで見られるような携帯電話の修理を請け負う若い「技術者 
たち」は、いわゆる「親方」が存在しない。 
 
写真 3 携帯電話の SIM ロックを解除するプログラムを操る若い「技術者」 
（2009 年 筆者撮影） 
 
専門学校に通って技術を身に着けたという若者が、そうではない若者に技術移転して
ゆく姿は、年齢の幅が狭くても成り立っている。こうした姿は職場の同僚というよりもむ
しろ友人同士の感覚で技術をシェアし、半ば共存共栄しているのである。なぜなら手作業
の丁寧さの質の差はあるものの、作業の達成されるべき目的は同じであり、個人差はほと
んどない。むしろ客からの注文を達成できるか否かにかかっているのである。そういう意
味では縫い物屋や自動車修理工とは存在が異なるものであり、新しい働き方といえるだろ
う。しかもそこで営まれている人間関係自体が師弟関係というよりも仲間関係に近いもの
として実践されているのである。 
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電気がない村で携帯電話を使うこと 
 
  次は村落に目を転じてみよう。 
  クール・イブラ・ファール・ディオール(Keur Ibra Fall Dior)村はティエナバ郡にある
ウォロフ人(Wolof)の村落である。ティエス州の州都ティエス市から約 15 キロメートル、国
道 3 号線を東に進んだところにある。人口は 100 人に満たない。それでも筆者は調査中に 1
度は必ず立ち寄るこの村落は国道 3 号線から奥に数百メートルも離れていない18。国道沿い
からも村の家並みが確認できるほどである。電柱は道沿いに走っているが、村自体は電気
や水道、電話といった公共インフラの恩恵にあずかってはいない。生活水は水道ではなく、
井戸の水を汲んで使用する。しかし井戸の水位は非常に低い。村人はこの枯れかけの井戸
の水を生活水のほか、果樹苗木の苗畑用に使ってしまう。すると、お昼くらいまでは水が
得られないのだ。つまり水がしみ出てくるまで相当な時間がかかるのである。もちろん水
脈のあるところまで掘り下げれば水が得られるだろうが、その金銭的余裕はない19。電気が
ある隣村までは 1～2 キロメートルは離れている。人々は国道まで出てダカール方向に向か
う乗り合いバスを待つか、あるいは馬車もしくは徒歩で隣村まで向かうのである。 
  そんなこの村に住む女性のひとり、アワ（仮名）は、私と話をしていると着信音が鳴
る。アワの携帯電話である。彼女はおもむろに懐から携帯電話を取り出し、かかってきた
相手と話はじめた。どうやら従妹からのようである。話を終えると「午後には従妹のとこ
ろに行く」という。従妹は村から 2 キロ離れたティエナバ市に住んでおり、ブティックを
営んでいるらしい。私はこの村に電気が通っていないことを知っていたので、驚いた。携
帯電話の電池が切れた時はどうするのだろうか。充電もできない環境で携帯電話を持つと
いうのは信じがたいことであったからである。そこでアワに聞いた。「なぜこの村には電気
が通ってないのに、あなたは携帯電話を持っているの？」返ってきた答えは「ここの村に
電気が通っていないけど、携帯電話は使えるのよ！」である。携帯電話のキャリアによっ
てではあるものの、アワが使っている携帯電話会社は村落地域でも電波の入りが良いため、
私が調査を行っているンドゥファック(Ndouffack)村の人々の多くもその携帯電話会社を利
用していたのを思い出した。しかし、電池の充電はどうするのだろうか。「でも、電池の充
電はどうするの？」すると、「ティエナバの従妹のところか、どこか出かけた先でしてもら
うのよ」とのこと。こうすれば出かけた先で話をしながら充電をしておき、帰る頃には充
電が完了しているという仕組みなのである。また、彼女はあまり買わないというがプリペ
イドカードも従妹のブティックで売っているのでそこで買うことができるのである。私は
滞在している村に帰る道すがら、ティエナバの従妹のところにアワと向かった。彼女はい
つものように長い挨拶を交わし、おしゃべりに夢中である。そうしていると「あ、これ充
                                                   
18 かつてこの村落は青年海外協力隊員の活動村のひとつであった。また大阪国際センター主催の植林ツア 「ーグリーン
サヘル」の植栽地になったこともある。 
19 調査時の 2010 年は深井戸を掘削中であったので、現在は量的にも質的にもよい水を得られていると思われる。 
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電しておいてよ。帰る時に持ち帰るから」と携帯電話と充電器を取り出して、従妹に渡し
た。従妹はあたりまえのように嫌な顔一つせずに充電器をコンセントに差し込んだ。そし
てまたおしゃべりの続きが再び始まった。 
 
写真 4 クール・イブラ・ファール・ディオール村（2009 年 筆者撮影） 
 
  彼女たちのような例は、男女を問わずセネガルにおいて、いやアフリカをはじめとす
る開発途上国においては珍しいことではない。アワの場合、よほどのことがないかぎり自
分から電話をかけることはほとんどないという。現金の収入は野菜などの農産物の売り上
げや、苗畑で細々と生産している果樹苗木の販売で得ているが、80 歳を越える父親をはじ
め、4 人の子供を含めた一家全員の食い扶持を支えるほどではない。携帯電話のプリペイド
カードを買うのはやはり贅沢な行為ではある。よって彼女の場合も一度かけてはすぐ切り、
相手からかかってくるのを待つということをしばしば行っているという。 
  彼女の利用のしかたは、電気が自宅にないことと携帯電話が使えないことはイコール
で結ばれないことが根底にある。充電は電気があるところに出向いてそこですればいいの
である。しかし誰でも気軽にそれを頼むのではなく、従妹のところに立ち寄った際に行っ
ている。だからといって従妹のところに出向くのは充電が目的ではない。携帯電話を所有
するしないにかかわらず、血縁関係にある相手と話し、時間をすごすのは日常生活におい
てあたりまえの行為なのである。ことによると携帯電話はこのアワと彼女の従妹の間には
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不要なのかもしれない。しかし携帯電話を用いることで相手が今どこにいるのか、会う時
間が取れるのかどうかという確認ができるようになったことはこれまでにない変化であろ
う。 
 
ひと夏の恋と欧米への憧れと 
 
  また、こういうこともあった。 
  筆者が宿泊滞在しながら調査を行っているンドゥファック村、隣接するングンサンヌ
村(Ngounsane)、そしてペーコック・セレール村(Peykouk Sérère)にまたがるところに女性
職業訓練・開発センター(Centre de Formation et de Promotion Feminine 以下、「センタ
ー」と略す)がある。 
  ここはセネガルボーイスカウト連盟(Eclaireuses et Eclaireurs du Sénégal)が所有す
る施設である。1990 年代末当時ボーイスカウト連盟にて活動していた青年海外協力隊員の
働きかけで在セネガル日本大使館の「草の根無償資金協力」により建設された。現在はセ
ネガルボーイスカウト連盟から委嘱された村人で構成する管理委員会(Comité du Centre)
が無償で管理運営を行っている［佐藤 2013］。 
  農村女性の技術向上や収入創出活動の支援をめざして作られた施設だが、資金繰りが
厳しく、現在は半ば閉鎖状態となっている。しかし施設内は 1 ヘクタールの農地や井戸、
そして診療小屋があるため、地域の村落住民には別な用途で利用が可能となっている。 
  その敷地内に 2006 年から規模の大きい診療施設を建設が進められている。2 階建ての
建物は診療設備のほか、入院患者を収容する病室や産科も設けるという。建設資金はセネ
ガルボーイスカウト連盟が在セネガルフランス大使館の協力の下、フランスの医学生に対
して春や夏の長期休暇中に診療所建設を兼ねたキャンプを募り、その参加費用で賄ってい
る。参加者は 2 週間の滞在期間中に診療施設の建設、診療小屋や隣接する小学校への医薬
品と文房具そして教科書の寄付をするほか、サルーム・デルタ国立公園(Parc National du 
delta du Saloum)に出向き20、マングローブの林をカヌーで廻ったり、夜はジョアール(Joal)
やソコン(Sokone)といった外国人が避暑地として利用するコテージでレクリエーションを
楽しんだり、いわゆる「夏休み的楽しみ」も盛り込んだものとなっている。ただし宿泊は
センターの敷地に戻ることになっており、インドセンダンの木の下にテントを張り、そこ
で寝る。午前中の比較的涼しい時間帯は建設作業をし、午後にレクリエーションにでかけ
るというサイクルである。 
  筆者の調査は 2007 年、2009 年、2010 年にこのキャンプの時期に重なった。いずれも
参加者は圧倒的に女性が多い。引率として 1 名、教員が随行する。建設といっても日常的
                                                   
20 隣国ガンビアに接する 76,000 ヘクタールのマングローブ林がある。2011 年にはその一部が世界遺産に登録された
[Gouvernement du Sénégal 2014]。 
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に肉体労働をしているわけではない彼女らである。鉄筋を運んだり、セメントの搬入をし
たりというのは重労働である。よって重労働の部分は近隣の村の男性やあるいはセネガル
ボーイスカウト連盟の少年や青年たちが担当するのである。 
  やがて彼女らが去る時が来る。お別れのセレモニーは特になく、彼女らはお世話にな
った彼らにとフランスから持ってきたものを置いてゆく。それはテントの中で敷いていた
シートであったり、使いかけの雑貨品であったり様々である。その中に携帯電話がある。
充電器もあり、状態がよいもののあれば、中にはボタンがとれかかったものや傷が多いも
のもある。彼女たちが祖国フランスで使っていたものなのだろう。フランス本国ではスマ
ートフォンを使っていたとしても、現地に持参するとなると盗難の危険性や気候的な問題
があるため、これまで使っていた従来型の携帯電話を持参することがあるらしい。こうし
て見てみると、実際セネガル滞在中に使っていた様子が思い出されるものもいくつかある。 
 
写真 5 フランスの医学生からもらった携帯電話を操作するセネガル人青年 
(2007 年 筆者撮影) 
 
彼女らから渡されるこうした「贈り物」を受け取る際には、特に表情を変えることな
くクールに受け取っていた彼らも、彼女たちが去ると一気に表情が変わる。 
  それは「贈り物」そのものへの興味関心というよりも、むしろ彼女たちが置いていっ
た携帯電話に対して向けられるものである。 
そのあとは携帯電話の争奪戦となる。「俺の彼女が使っていたのをよこせ」「いや、こ
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れは俺のだ」喧嘩になることはないと信じるしかないが、つかみ合いの手前で大人が制止
する。若者たちは口々にその携帯電話とその持ち主だった彼女たちの物語を語る。晴れて
主張が認められた若者に対して大人が携帯電話を渡すと、彼らはしばし彼女たちとの思い
出にふけるのである。時々横から茶々を入れられても照れ笑いし「ああ、これでフランス
とつながったぜ！」と人差し指を天に突き上げるようにして「やったぜ」と言わんばかり
に高々と手を挙げる。 
もっとも、携帯電話の種類によっては現地の携帯電話会社の SIM カードを刺すことに
よりそのままで使えるような SIM フリーのものもあるが、ロックがかかっているため解除
する必要がある機種もある。ロック解除については先述の「技術者」に頼めばいいのであ
って、解除できればセネガル国内でも使用が可能となる。 
彼らはフランス人の彼女たちから住所と電話番号を聞き出せたかもしれないが、固定
電話の村落地域での普及率は都市と比べ格段に低い21。よって彼ら自身も彼女たちに連絡先
を教えていると思うが、互いに連絡を取り合うとなるとやはり彼らも電話番号を取得する
必要がある。 
そんな彼らにその後、セネガルでも使えるように「改良」した携帯電話で彼女たちに
連絡したかどうか尋ねてみると、やっていないという。なぜなら「彼女たちは白人(Tubab )
だから」という。確かに彼ら自身、診療所建設ではフランス人医学生の彼女たちとともに
汗水を流したが、ともに語らっている姿はほとんど見かけなかった。彼らは地域の学校に
通っている中学生や高校生であり、あるいはバカンスシーズンで村に帰省している専門学
校生や大学生たちでもある。よってフランス語での会話はできないわけではない。しかし
「ネイティブの」フランス人相手ではやはり尻込みしてしまうのである。しかし彼らの中
ではともに同じ時間を過ごしたという事実と思い出は生きている。携帯電話は彼女たちに
かけることはないかもしれないが、海を越えた欧米先進国からやってきた彼女たちとつな
がっているという感触は、彼らにとって何物にも代えがたいものなのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
21 ITU のデータでは人口 100 人あたりの固定電話普及率が 2012 年において 2.48 台であり、2001 年の 2.34 台から大
きく変動せず横ばい傾向にある。日本は 2012 年において 50.47 台であり、1997 年の 52.57 台から減少傾向にある。[ITU 
2012] 
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最後に ‐「つながる」実践 
 
  本論では 3 つの事例を挙げた。いずれも筆者が調査中に出くわした携帯電話にまつわ
る出来事である。 
ここでみられたのは、西欧先進諸国からやってきた携帯電話をいかに自分たちのもの
にしようかという実践である。携帯電話の普及はセネガルでも日々拡大している。携帯電
話自体は新品で買えば、高いものもある。しかし友人知人から譲り受けたり、市場の露店
で売っていたりと様々なルートでしかも安価に入手することができる。購入すれば即日使
用可能となり、自分の懐具合と相談して買える金額のプリペイドカードを買えばよい。こ
のシステムは他のアフリカ諸国でも一般的である。通貨の国際的信用が低く、翌日突然暴
落する可能性がある。しかし「宵越しの金は持たない」主義を標榜する若者たちにとって、
携帯電話の出現は画期的であった。たとえば約束を変更するにしても電話でその旨を伝え
ることができるようになり、また相手が今現在どこにいるのかを知ることも、自分自身が
どこにいることも伝えることもできるようになったのである。そうすると、今までのよう
に「アラーのお導きのとおり」(Incha’allah)というわけにはいかなくなったのであろうか。 
  答えは否である。携帯電話は彼らセネガル人にとって絶対必需品というわけではない。
日本のように持っていないと不安だとか、操作に戸惑うがため使いこなせないということ
は私の身の回りでは聞かれない。今後そういった現象はみられるかもしれないが、少なく
とも情報機器に振り回されるような状態になるまでにはまだ時間がかかるだろう。なぜな
ら彼らの生き方の根底には「まず人ありき」だからである。遠くに離れていようが、近く
にいようが自分と相手との距離を測るところが人付き合いのベースとなっている。たとえ
ば挨拶ひとつとっても明解である。Nan ga def? （直訳：お前は何している？）と声をかけ
れば、Maan gi fi rek.（直訳：わたしはここにいるだけだ）と答える。それから「家族はど
うした」「奥さんはどうだ」など問い、相手はそれに答える。こうして相手の様子を知りな
がらも、実は自分と相手との距離を様々な角度からとらえようとしているのである。携帯
電話ではその挨拶自体も憚れるだろう。なぜならセネガル人の挨拶は長い。プリペイドカ
ードのクレジットを挨拶に消費するわけにはいかなくなるからである。よってセネガル人
にとって、携帯電話は歓迎されるものでもあるが、実に悩ましいものでもあるのだ。 
日本の携帯電話はコンテンツや機能の豊富さでは世界一、二を競うが、途上国開発に
その技術やノウハウを単に持ち込むのはいかがなものだろう。セネガルの人々は自分自身
の文脈において先進技術を解釈し取り込もうとしている様子がうかがえる。セネガルにお
ける携帯電話にまつわるこうした事例から見えるのは、「つながる」実践が互いの距離感を
縮めることを生み出すだけではないのである。われわれ西欧先進諸国の一員も、こうした
彼らの実践から自己と他者との多方向的な距離におけるかかわりあい、すなわち「テレ－
コミュニケーション」を見つめ直してみる必要があるのだ。 
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